別紙様式
平成23年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:　知的クラスター形成促進（第２期）事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　  総合企画部 研究開発課 研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：28,000千円（前年度予算額：28,000千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）平成２０年度から文部科学省事業「地域イノベーションクラスタープログラム（グローバル型）東海広域ナノテクものづくりクラスター事業」の研究開発と併せて、国際的な研究交流、研究成果の事業化や技術移転、知的財産管理、人材育成等の事業に取り組んでいる。
（２）県のモノづくり産業を牽引する航空機・自動車関連部材産業の技術力の向上、新製品開発を支援するため、航空機部材研究会を設置し、東海広域ナノテクものづくりクラスター事業の研究成果の実証をこの研究会で行うなど連携を取りながら活動を進めている。航空機部材研究会では次に示す３つの事業に取り組んでいる。
1 研究会

炭素繊維複合材料（CFRP）の機械加工、損傷、探傷試験、認証取得の進め方について関係する知識の習得及び実習を支援。
2 技術講演会
　航空機の製造技術や品質保証に関する情報提供を実施。

3 見学会
　航空機関連企業及び航空機関係の先進企業の見学を実施。

	２　所要経費


科学技術企画推進費研究経費（補助金）12,000千円

科学技術企画推進費研究経費（運営費）16,000千円
	これまでの取組と成果

	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
　　・航空宇宙関連基盤技術の高度化を図る
	２　これまでの取組状況


（１）「地域イノベーションクラスタープログラム（グローバル型）東海広域ナノテクものづくりクラスター事業」では、大規模な国際会議を2回実施した。本事業で創出された特許のポートフォリオ化を推進するなど知的財産を積極的に活用する体制整備を進めた。研究成果を引き継ぐ人材の育成・集積を進めた。

（２）ＣＦＲＰの機械加工技術の開発を支援するため、航空機部材研究会では、炭素繊維複合材料（熱可塑性樹脂）の成形加工と炭素繊維複合材料＋チタン材の共孔あけ加工に関する座学と実習を企画し、3回実施した。また炭素繊維複合材料の加工法（レーザー加工技術とウォータージェット加工）とCFRP適用技術に関するに技術講演会を企画し、1回開催した。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）「地域イノベーションクラスタープログラム（グローバル型）東海広域ナノテクものづくりクラスター事業」の様々な成果を岐阜県の企業に還元するためには、今後も継続してこの事業を実施する必要がある。 
（２）成長産業の一つである航空機産業を支援していくためには、CFRPの加工技術、人材育成等有益性が認められることから、航空機部材研究会を今後も継続して事業を実施する必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	28,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,000

	要求額
	28,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,000

	決定額
	28,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,000


